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輝く我が福島町「人財」
町長のまちづくり奮闘記
町議会定例会9月会議及び10月会議
平成29年度全国学力･学習状況調査結果
いじめ防止基本方針策定について
平成29年度上半期財政状況の公表
タウン情報　ほか
役場からのお知らせ
平成30年度新入園児･児童募集
国民年金のお知らせ
食品ロスについて

地域おこし協力隊のふくしま散歩！
農林かわら版
製氷貯氷施設供用開始について
海外研修レポート
生涯学習コーナー
長崎県松浦市との職員交流研修レポート
お知らせ　ほか
今月の行事予定
ちびっこギャラリー　ほか
わが家のアイドルで～す　ほか
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問
１
．�

今
回
の
職
場
体
験
で
は
、

ど
の
よ
う
な
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
か
？

問
２
．�

職
場
体
験
を
行
う
中
で
、

心
が
け
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

◆�今回は、福島商業高等学校の２年生を代表して、福島町役場で職場体験を行っている３

名を取材しました。職場体験は10月４日から６日までの３日間町内の各事業所で行わ

れており、３名の高校生は、取材当日も与えられた仕事に一生懸命に取り組んでおりま

した。(左：⻆
かど

谷
や

 蓮
れん

さん、中央：成
なり

田
た

 志
のぞむ

さん、右：寺
てら

田
だ

 敬
けい

太
た

さん)

（
⻆
谷
さ
ん
・
成
田
さ
ん
）

　

産
業
課
水
産
係
で
、
ニ
ジ
マ
ス

･

サ
ク
ラ
マ
ス･

チ
ョ
ウ
ザ
メ
の

餌
や
り
と
漁
港
整
備
事
務
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
外
で
の
仕
事
が

多
い
で
す
。

（
寺
田
さ
ん
）

　

総
務
課
総
務
防
災
係
で
、
封
筒

へ
の
ゴ
ム
印
の
捺
印
な
ど
、
事
務

系
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
⻆
谷
さ
ん
）

　

時
間
に
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
と

言
葉
遣
い
、
ま
た
、
失
敗
を
し
な

い
よ
う
、
慎
重
な
行
動
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

（
成
田
さ
ん
）

　

早
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
と
、

元
気
な
挨
拶
を
す
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

（
寺
田
さ
ん
）

　

常
に
時
間
を
考
え
て
動
く
こ
と

と
、
読
み
や
す
い
綺
麗
な
字
を
書

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。

▶�

サ
ク
ラ
マ
ス
の
餌
や
り
を
す
る
⻆
谷
さ
ん（
上
）

と
成
田
さ
ん
（
下
）

◀�

封
筒
へ
文
書
を
入
れ
る
事
務
作
業
を
行
っ

て
い
る
寺
田
さ
ん

我らが福島商業高等学校2年生、
福商魂で仕事をこなします！
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人財
たから

輝く
我が福

ま　ち

島町

問
３
．�

将
来
は
ど
の
よ
う
な
職
業

に
就
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
か
？

（
⻆
谷
さ
ん
）

　

福
島
町
役
場
か
、
町
内
で
土
木
関
係

の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ア
イ
ラ
ブ
福
島
町
！
小
さ
い
頃
か

ら
育
っ
た
こ
の
町
で
自
立
し
て
生
き
て

い
き
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
自
分
専
用
の
高

級
車
を
購
入
す
る
の
が
夢
で
す(
笑)
。

　

親
の
た
め
、
町
民
の
た
め
、
そ
し
て

自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
全
力

で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

（
成
田
さ
ん
）

　

福
島
町
役
場
の
職
員
に
な
る
の
は
、

中
学
生
の
頃
か
ら
の
夢
で
す
。
ス
ー
ツ

を
着
て
地
元
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
産
業
課
水
産
係
の
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
魚
好
き
な

僕
に
と
っ
て
楽
し
い
内
容
ば
か
り
で
し

た
！
ス
ー
ツ
だ
け
で
な
く
作
業
着
も
良

い
な
、
と
感
じ
ま
し
た(

笑)

。

（
寺
田
さ
ん
）

　

パ
ソ
コ
ン
が
好
き
で
家
で
よ
く
使
用

し
て
い
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
関
係
の
事

務
職
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
の
能
力
を
生
か
し
た
仕
事
を
し
た

い
で
す
！

問
４
．�
初
任
給
で
買
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り

ま
す
か
？

（
⻆
谷
さ
ん
）

　

靴
や
時
計
な
ど
、
自
分
の
好
き
な
身

の
回
り
の
物
を
購
入
し
た
い
で
す
。
あ

と
は
、
や
は
り
マ
イ
カ
ー
貯
金
で
す
ね

(

笑)

。

（
成
田
さ
ん
）

　

焼
肉
や
回
ら
な
い
お
寿
司
な
ど
、
美

味
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
た
い
で
す
！

（
寺
田
さ
ん
）

　

貯
金
を
し
て
、
将
来
の
生
活
に
備
え

た
い
で
す
。

問
５
．�

高
校
生
活
も
折
り
返
し
地

点
と
な
り
ま
し
た
が
、
最

後
に
、
今
後
の
目
標
を
教

え
て
く
だ
さ
い
！

（
⻆
谷
さ
ん
）

　

部
活
動
と
資
格
取
得
の
勉
強
を
両
立

し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
よ
り
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
で
す
！

　

部
活
動
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
人
数
は
少
な
い
で

す
が
、
少
な
い
か
ら
こ
そ
強
く
な
っ
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
見
せ
つ
け
、
様
々
な

大
会
で
勝
ち
残
り
た
い
で
す
。

　

検
定
は
、
全
商
検
定
で
１
級
を
５
種

目
以
上
取
得
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

（
成
田
さ
ん
）

　

全
商
検
定
で
１
級
を
７
種
目
以
上
取

得
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

現
在
は
全
商
珠
算･

電
卓
検
定
の
電
卓

１
級
と
、
全
商
簿
記
検
定
１
級
の
原
価

計
算
部
門
で
合
格
し
て
い
ま
す
。

（
寺
田
さ
ん
）

　

検
定
だ
け
で
な
く
、
定
期
考
査
で
も

良
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

＊
全
商
検
定
…
全
国
商
業
高
等

学
校
協
会
が
主
催
す
る
検
定
試

験
。
簿
記
検
定(

会
計
部
門･

原
価
計
算
部
門)

、
英
語
検
定
、

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
検
定(

ビ
ジ
ネ

ス
文
書
部
門･

速
度
部
門)

、

珠
算･

電
卓
検
定(

普
通
計
算

部
門･

ビ
ジ
ネ
ス
計
算
部
門)

、

情
報
処
理
検
定(

ビ
ジ
ネ
ス
情

報･

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ)

、
商

業
経
済
検
定(

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
経
済
活
動
と
法
、
ビ
ジ
ネ

ス
経
済
、
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎)

、

会
計
実
務
検
定(

財
務
諸
表
分

析･

財
務
会
計･

管
理
会
計)

、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
検
定
の
全
９
種
類
。

▶�

飼
育
水
の
塩
分
濃
度
を
計
測
す
る

⻆
谷
さ
ん
（
右
）
と
成
田
さ
ん
（
左
）

◀
サ
ク
ラ
マ
ス
の
体
長
を
記
録
す
る
成
田
さ
ん
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今
年
の
福
島
大
神
宮
の
お

祭
り
は
、
台
風
十
八
号
の
影

響
を
受
け
、
一
日
限
り
の
町

内
巡
行
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

大
型
で
強
い
台
風
十
八
号

は
、
九
月
十
七
日
か
ら
十
八

日
に
か
け
て
当
町
に
強
い
雨

と
風
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
台
風
の
上
陸
に
備

え
、
函
館
地
方
気
象
台
及
び

渡
島
総
合
振
興
局
か
ら
の
情

報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、

十
七
日
午
後
五
時
に
自
主
避

難
場
所
を
役
場
と
吉
岡
支
所

に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
七
日
夜
間
の
避
難
者
の

数
は
、
福
島
地
区
六
名
、
吉

岡
地
区
三
名
の
計
九
名
の
方

が
自
主
避
難
し
て
お
り
ま
す
。

　

午
後
十
時
過
ぎ
に
、
気
象

台
よ
り
大
雨
・
洪
水
・
暴
風
・

波
浪
警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
十
七
日
夜
か
ら
十

八
日
未
明
に
か
け
て
、
職
員

及
び
消
防
職
員
を
中
心
に
町

内
の
道
路
や
河
川
等
の
巡
回

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
十
八
日
早
朝
台
風

の
接
近
を
受
け
て
、
午
前
五

時
に
全
職
員
を
招
集
し
、
各

地
区
の
避
難
所
の
開
設
準
備

を
行
う
と
と
も
に
、
午
前
六

時
五
十
分
に
役
場
に
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
所
の
開
設
や

避
難
勧
告
の
発
令
な
ど
の
対

策
を
準
備
し
、
渡
島
総
合
振

興
局
及
び
函
館
地
方
気
象
台

か
ら
の
土
砂
災
害
警
戒
情
報

の
発
表
を
受
け
、
午
前
八
時

五
分
に
町
内
全
域
に
避
難
勧

告
を
発
令
す
る
と
と
も
に
、
吉

野
母
と
子
の
家
な
ど
九
か
所
に

避
難
場
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
午
前
九
時
に
福

島
川
の
水
位
が
２
．
９
メ
ー

ト
ル
に
達
し
、
避
難
判
断
水

位
の
２
．
８
５
メ
ー
ト
ル
を

超
え
、
氾
濫
危
険
水
位
で
あ

る
３
．
２
７
メ
ー
ト
ル
に
到

達
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
判
断

し
ま
し
た
の
で
、
九
時
二
十

分
に
福
島
川
の
両
岸
の
川
原

町
及
び
汐
見
町
並
び
に
月
崎

一
の
一
部
を
対
象
に
避
難
指

示
を
発
令
し
て
お
り
ま
す
。

　

避
難
に
あ
た
っ
て
は
防
災

行
政
無
線
及
び
町
と
消
防
の

広
報
車
並
び
に
町
内
会
長
と

連
携
を
図
り
、
職
員
が
対
象

世
帯
を
個
別
訪
問
し
、
避
難

の
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
避
難
場
所
へ

避
難
さ
れ
た
方
は
、
全
体
で

百
六
十
二
人
の
方
が
避
難
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
氾
濫
の
恐
れ
が
高

ま
っ
た
た
め
、
福
島
川
左
岸

の
一
部
に
大
型
土
嚢
を
積
ん

で
対
応
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
福
島
川
の
水
位
に

つ
い
て
は
午
前
九
時
三
十
分

に
最
大
３
・
０
５
メ
ー
ト
ル

ま
で
達
し
、
川
原
町
地
区
に

お
い
て
は
、
排
水
溝
か
ら
の

逆
流
で
側
溝
か
ら
道
路
へ
水

が
溢
れ
た
状
況
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
雨
も
弱
ま

り
水
位
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
避
難
指
示
及
び
避
難
勧

告
は
解
除
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
台
風
に
よ
り
福
島

川
が
氾
濫
す
る
危
機
的
状
況

に
至
り
ま
し
た
が
、
幸
い
大

事
に
至
ら
ず
安
堵
い
た
し
ま

し
た
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【災害を考え災害に備える・・・】

町長のまちづくり奮闘記第25号

　

町
内
会
長
及
び
消
防
団
な

ど
の
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
台
風
を
通
じ
て

町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
町
民

の
生
命
財
産
を
守
る
責
務
の

重
さ
を
改
め
て
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

町
民
の
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
に
は
情
報
収
集
に
努

め
、先
見
力
を
持
っ
て
判
断
、

決
断
し
、
そ
し
て
迅
速
に
行

動
・
実
行
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

福
島
川
の
氾
濫
の
危
険
性

を
考
え
、
い
ち
早
く
避
難
指

示
を
発
動
い
た
し
ま
し
た
が
、

災
害
時
に
は
瞬
時
の
総
合
的

な
判
断
が
必
要
で
す
。

　

昨
今
は
、
地
球
温
暖
化
や

気
象
の
変
化
に
よ
り
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
が
多
発
し
て
お

り
、
い
つ
ど
こ
で
災
害
が
発

生
し
て
も
不
思
議
で
な
い
状

況
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
緊
張
感

を
持
っ
て
、
日
頃
か
ら
災
害

に
備
え
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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平
成
29
年
度
町
議
会
定
例
会

９
月
会
議
は
、９
月
15
日
（
金
）

か
ら
９
月
22
日
（
金
）
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
行
政
報
告
、
一

般
質
問
の
あ
と
、
議
案
14
件
、

報
告
２
件
、
発
委
１
件
、
同
意

２
件
、
諮
問
１
件
が
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

☆
一
般
質
問

　

３
名
の
議
員
が
、
次
の
項
目

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

・
滝
川　

明
子　

議
員

　

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

・
平
沼　

昌
平　

議
員

　

�

定
住
・
移
住
促
進
に
向
け
た

考
え
方
に
つ
い
て

・
川
村　

明
雄　

議
員

　

�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
及
び
医
療
体
制
の
諸
課

題
に
つ
い
て

☆
条
例
の
制
定
・
改
正

●
福
島
町
い
じ
め
防
止
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
の
「
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
」、
北
海
道
の
「
い
じ
め

防
止
条
例
」等
の
施
行
に
伴
い
、

町
と
し
て
の
い
じ
め
防
止
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
、
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
健
や
か
に
成
長
で
き

る
環
境
を
作
る
た
め
策
定
し
ま

し
た
。

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

福
島
町
い
じ
め
防
止
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
伴
い
、
い

じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
委

員
及
び
い
じ
め
防
止
等
対
策
推

進
委
員
会
委
員
並
び
に
い
じ
め

調
査
委
員
会
委
員
を
新
た
に
つ

け
加
え
る
た
め
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
福
島
町
土
地
開
発
基
金
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

　

景
気
低
迷
に
よ
る
土
地
価
格

の
下
落
に
よ
り
、
諸
事
業
実
施

に
伴
う
土
地
の
先
行
取
得
の
意

義
を
失
っ
て
い
る
た
め
条
例
を

廃
止
し
ま
し
た
。

☆
計
画
等
の
変
更

●
第
５
次
福
島
町
総
合
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
６
月
会
議
に
お

い
て
議
決
さ
れ
た
本
計
画
に
つ

い
て
、
事
業
実
施
に
伴
い
事
業

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
、

第
５
次
福
島
町
総
合
計
画
に
お

け
る
前
期
実
施
計
画
の
一
部
を

変
更
し
ま
し
た
。

●
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

●
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

●
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

構
成
団
体
に
名
称
の
変
更
等

が
生
じ
た
た
め
、
規
約
の
一
部

を
変
更
し
ま
し
た
。

☆
補
正
予
算

●
平
成
29
年
度
福
島
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

総
額
で
１
億
８
千
757
万
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
39
億
８
千
481
万
円
と
し
ま

し
た
。

●
平
成
29
年
度
福
島
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

総
額
で
871
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億
５
千

164
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
29
年
度
福
島
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
に
２

千
860
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
４
千
235

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
29
年
度
福
島
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

総
額
で
27
万
３
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
千

289
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
29
年
度
福
島
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
歳
（
第
１
号
）

　

水
道
事
業
費
用
の
営
業
費
用

を
430
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

☆
契
約
の
議
決
更
正
に
つ
い
て

●
新
平
和
橋
架
替
（
そ
の
２
）

工
事
請
負
契
約
の
議
決
更
正
に

つ
い
て

　

現
在
建
設
中
の
新
平
和
橋
の

地
覆
部
及
び
高
覧
を
追
加
す
る

た
め
の
設
計
変
更
に
伴
い
、
工

事
請
負
契
約
の
内
容
を
更
正
し

ま
し
た
。

☆
報
告

●
福
島
町
一
般
質
問
等
答
弁
事

項
進
捗
状
況
調
査
の
報
告
に
つ

い
て

　

福
島
町
議
会
一
般
質
問
等
答

弁
事
項
進
捗
状
況
調
査
実
施
要

綱
第
５
条
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
29
年
９
月
１
日
現
在
の
進
捗

状
況
を
７
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
報

告
し
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
福
島
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
平
成
28
年
度
決
算
の
「
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
」
に
つ
い
て
、
次
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
報
告
し
ま
し
た
。

町
議
会
定
例
会

（
９
月
会
議
）
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☆
決
算
認
定

●
平
成
28
年
度
各
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
各
会
計
決
算

は
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

で
審
議
さ
れ
た
あ
と
、
本
会
議

で
報
告
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
決
算
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
平
成
28
年
度
教
育
に
関
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
の

点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
報
告

に
つ
い
て

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
平
成
28
年
度
の
「
福
島
町

教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
の

点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
報
告

書
」に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

☆
同
意

●
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

氏
名 

佐
々
木 

幸
夫
（
74
歳
）

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

氏
名 

中
塚 

卓
朗
（
53
歳
）

☆
諮
問

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て

　

氏
名 

澤
田 

浴
利
（
52
歳
）

☆
発
意

　

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

平成28年度会計別決算総括表 （単位 : 千円）

区　　分 一般会計 国保会計
介護保険会計 後期高齢

会計
浄化槽整備
会計

総　計保険事業
勘　　定

サービス
事業勘定

歳 入 歳 出 予 算 額 4,203,698 936,855 585,383 3,592 62,149 44,175 5,835,852

決 算 額

歳 入 3,945,645 959,059 575,764 3,318 61,493 43,579 5,588,858

歳 出 3,865,018 889,545 546,930 3,318 61,219 43,579 5,409,609

差 引 80,627 69,514 28,834 0 274 0 179,249

平成28年度水道会計 （単位 : 千円）

区　　分 予算額 決算額

収益的収入 123,108 122,518

収益的支出 84,492 81,587

差引利益額 38,616 40,931

資本的収入 98,568 98,568

資本的支出 114,758 114,707

差引不足額 16,190 16,139

　

平
成
29
年
度
町
議
会
定
例
会

10
月
会
議
は
、10
月
６
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
行
政
報
告
の
あ

と
、
議
案
３
件
、
報
告
１
件
、

が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

☆
計
画
等
の
変
更

●
第
５
次
福
島
町
総
合
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
９
月
会
議
に
お
い

て
議
決
さ
れ
た
本
計
画
に
つ
い

て
、
事
業
内
容
等
に
変
更
が
生

じ
た
た
め
前
期
実
施
計
画
の
内

容
を
変
更
し
ま
し
た
。

☆
補
正
予
算

●
平
成
29
年
度
福
島
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

総
額
で
２
千
473
万
４
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

40
億
３
千
954
万
７
千
円
と
し
ま

し
た
。

☆
専
決
処
分

●
平
成
29
年
度
福
島
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

総
額
で
960
万
１
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
40
億

１
千
481
万
３
千
円
と
し
ま
し

た
。

町
議
会
定
例
会

（
10
月
会
議
）

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ― １５．０ ２０．０
連 結 実 質 赤 字 比 率 ― ２０．０ ３０．０
実 質 公 債 費 比 率 ９．５ ２５．０ ３５．０
将 来 負 担 比 率 ６．０ ３５０．０

会　　計　　名 資金不足比率 経営健全化比率
浄 化 槽 整 備 特 別 会 計 － ２０．０
水 道 事 業 会 計 － ２０．０

資金不足比率

健全化判断比率

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

※資金不足比率は、資金不足額がないため「－」と表示しています。

（単位：％）

（単位：％）
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☆
契
約
の
締
結

●
ア
ワ
ビ
養
殖
加
工
施
設
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
契
約
の
目
的
）

　

�

ア
ワ
ビ
養
殖
加
工
施
設
整
備

工
事

（
契
約
の
方
法
）

　

指
名
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

　

９
千
342
万
円

（
契
約
の
相
手
方
）

　

松
前
郡
福
島
町
字
三
岳

　

154
番
地
21

　

金
澤
・
松
岡
経
常
建
設

　

工
事
共
同
企
業
体

　

代
表
者　

　

株
式
会
社　

金
澤
建
設

　

代
表
取
締
役　

金
澤　

淳
悦

■福島町議会一般質問等答弁事項進捗状況調査の報告（平成２９年９月１日現在）

整理番号 18 議員名 平沼　昌平 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨

【松前半島道路の整備促進に向けた取り組み及び松前町との路網整備について】
松前半島道路が必要だという住んている方々の思いを内外に示すのは、やはり各町の首長だと思う。アピールするた
めに看板など何らかの手法や広報に掲載するなどの活動が必要と感じているが如何か。
緊急時に対応した松前町と福島町の間の新たな路網整備について、今はルートが2本ある。松浦～白神間は松前町と
協議して道道への昇格を要望しているが、今現在、緊急時に対応できる道路となっているのか。

取り組み状況
・H29.6.27　渡島総合開発期成会札幌要望（町長・議長）
・H29.7.27　渡島総合開発期成会東京要望（町長・議長）
・H29.8.31　松前半島道路勉強会（期成会事務局、構成市町担当者外）

整理番号 21 議員名 平沼　昌平 対応・進捗状況 対応済み

質 問 要 旨

　高齢者福祉に関連した様々な予算、事業がある中で四季を通じて見守る組織作りがこれから我々の町としてもっと
も必要なことと考えます。
　内容はそれぞれあるが、考え方の根幹は同じだと思う、四季を通して高齢者がどういう状況でどうしてもらいたいのか、
情報をいち早く得ることと、特に冬期間に町内の事業者、次世代を担う若い方々の雇用の場の創出を考え、組織編成し、
意見を聞きながら高齢者に向けたサポート事業の展開をなされた方が良いと思うが町長のお考えを伺いたい。

取り組み状況

　社会福祉協議会と高齢者世帯訪問時の状況について協議しております。訪問時の心配事相談の状況を確認したとこ
ろ、冬期間の除雪対策について知らない世帯があったとの報告がありました。このことから、町や社会福祉協議会で
実施している除雪対策制度について、まずは、町広報や各戸配布を通じて制度の周知を徹底し、高齢者の冬期間の除
排雪に対する不安の解消を実施してまいります。

町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧いただけます。
☆入札結果（9月15日～10月11日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間

伊能忠敬記念公園整備工事 ㈱石岡組 33,879,600 33,426,000 H30.3.26

アワビ養殖加工施設整備工事 金澤・松岡経常建設共同企業体 93,484,800 93,420,000 H30.3.10

浄化槽設置（その2）工事 ㈲創拓建設 6,199,200 5,940,000 H30.1.10

観光案内看板等整備工事 ㈲創拓建設 9,784,800 9,363,600 H30.1.31

新平和橋架替工事 中塚建設㈱ 8,661,600 8,283,600 H29.12.25

三岳団地汚水管改修工事 ㈱金澤建設 2,376,000 2,300,400 H30.1.19

教職員住宅（平成２年度建設棟）

設備改修工事
㈱金澤建設 24,094,800 23,436,000 H30.2.20
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　平成２９年４月１８日（火）に、全国の小学校６年生と中学校３年生を対象として「平成
２９年度全国学力・学習状況調査」が実施されました。当町においても福島小学校・吉岡小学
校の６年生と福島中学校の３年生が実施しましたので、その結果をお知らせします。

平成２９年度　全国学力・学習状況調査
福島町立学校の結果をお知らせします。

■福島町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2、児童数：22名）
【教科全体の状況】

【分析】

教　　　科

◯�国語は、Ａ・Ｂともに全道平均を上回ることができた。特に国語Ａの「話すこと・
聞くこと」、「読むこと」、国語Ｂの「話すこと・聞くこと」、「書くこと」は全国平均
も上回る結果となった。

◯国語Ｂの「読むこと」については、課題が残った。
◯�算数Ａは、全道平均並みで、算数Ｂは、全道平均を下回った。特に、算数Ｂの「図形」

の領域は全国平均を大きく下回る結果となり、本町における課題となった。

◯�授業における学習のきまりの定着や板書・ノート
指導の徹底した取り組みにより、指導内容の定着
が図られたと考えることができる。

◯�国語、算数の勉強が好きな児童が全道・全国平均
を上回ったことは、学習内容を理解し、学習意欲
が高まったものと考えられる。

児童質問紙

◯�国語と算数の勉強が好きですかという質問に対して、「当てはまる」、「どちらかと言
えば当てはまる」と回答した児童の割合は、全道・全国平均を上回っている。

◯�人の役に立つ人間になりたいと思うかの質問に対して、「当てはまる」、「どちらかと
言えば当てはまる」と回答した児童の割合は、全道・全国平均を下回っている。

学校質問紙
◯�町内においては、すべての学校が、平成２８年度調査結果を分析し、学校全体で成

果や課題を共有し授業改善に生かしている。

【福島町の学力向上策】
◎基礎的・基本的な知識の技能の定着を図るための計画的な取り組み
◎思考力・判断力・表現力等を育成するための計画的な取り組み

◎チーム・ティーチングによる習熟度に応じた個別指導の充実
◎放課後や長期休業中のサポート学習の強化

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

福島町の平均正答率(％)

国語A 国語B 算数A 算数B

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0
110.0
120.0

国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

算数Ａ（数と計算）算数Ａ（量と測定）

算数Ａ（図形）

算数Ａ（数量関係）

算数Ｂ（数と計算）

算数Ｂ（量と測定）

算数Ｂ（図形）

算数Ｂ（数量関係）

福島町内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

福島町

全道

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

福島町

全道

全国

国語の勉強は好きですか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

福島町

全道

全国

算数の勉強は好きですか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

100.0 

71.8 

53.7 

0.0 

26.0 

44.6 

0.0 

0.9 

1.4 

福島町

全道

全国

平成28年度結果を分析し、学校全体で成果や課題を共有しましたか

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない その他無回答

【児童質問紙調査】

【学校質問紙調査】
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調 査 概 要
目的：�学力や学習状況の把握・分析により、教育施策の成果と課題の把握・検証・改善を図

り、指導充実等に役立てる。
対象：小学６年生　中学３年生
内容：①教科：国語、算数・数学の調査
　　　・主に知識に関する問題（Ａ）　・主に活用に関する問題（Ｂ）
　　　②児童生徒質問調査・学校向け質問調査

■福島町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1、生徒数：30名）
【教科全体の状況】

【分析】

教　　　科

◯国語 A・B では、すべての項目で全国を下回っている。

◯数学 A・B では、すべての項目で全国を下回っている。

◯�全体的に前年度より下がっているが、国語 B「読むこと」、数学 A「関数」、数学 B「図
形」「資料と活用」においては前年度より正答率が高くなっている。

○�国語は「語彙力、コミュニケーション不足」、数
学は「数学的な見方（論理的思考）不足」であり、
総じて「言語活動の充実」が課題である。

○�「自尊感情」が低い生徒が多いので、全教育活動
を通して「自己有用感」を持たせられるよう、指
導している。

○�「発問」「板書」を中心とした授業改善を継続中
である。

児童質問紙

◯人の役に立つ人間になりたいと思いますかは全国を下回っている。

◯国語・数学の勉強が好きな生徒は全国を下回っている。

学校質問紙
◯�様々な考えを引き出したり、思考を深めるような発問や指導をしたかについては全

国を上回っている。

【福島町の学力向上策】
◎基礎的・基本的な知識の技能の定着を図るための計画的な取り組み
◎思考力・判断力・表現力等を育成するための計画的な取り組み

◎チーム・ティーチングによる習熟度に応じた個別指導の充実
◎放課後や長期休業中のサポート学習の強化

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

福島町の平均正答率(％)

国語B 算数A 算数B国語A

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0
110.0

国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

数学Ａ（数と式）

数学Ａ（図形）

数学Ａ（関数）

数学Ａ（資料の活用）

数学Ｂ（数と式）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（資料の活用）

福島町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）
福島町

全道

全国

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

福島町

全道

全国

国語の勉強は好きですか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

福島町

全道

全国

数学の勉強は好きですか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

100.0 

32.6 

28.2 

0.0 

62.4 

65.7 

0.0 

5.0 

6.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島町

全道

全国

様々な考えを引き出したり、思考を深める発問や指導をしたか

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない

【児童質問紙調査】

【学校質問紙調査】
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★★福島町いじめ防止基本  方針を策定しました★★
　福島町いじめ防止等に関する条例の制定に伴い、「いじめ防止基本方針」を策定しましたので、
その概要についてお知らせします。

第１　いじめ防止等のための対策の基本的な方向性

第２　いじめ防止等のための対策の内容

1　いじめ防止等に関する基本理念（条例第３条）
　〇学校の内外問わずいじめが行われなくなるようにすること
　〇全ての児童生徒がいじめを行わないようにすること
　〇いじめを受けた児童生徒の生命・心身を保護するため、社会全体でいじめを克服すること

２　いじめの定義（条例第２条）
　�　児童生徒に対して、一定の人間関係にある他の児童生徒が行う心理的・物理的な影響を
与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、対象となった児
童生徒が心身の苦痛を感じているもの

１　基本方針の策定と組織の設置
　（１）いじめ防止基本方針の策定
　（２）組織の設置
　　①　関係機関・団体との連携を図るため協議会を設置
　　②　いじめ発生時等における調査のため教育委員会に付属機関を設置
　　③　重大事態の再調査を行うため町長の付属機関を設置

２　町の取組
　・いじめの未然防止、早期発見
　・関係機関等との連携
　・教職員の資質能力の向上
　・ネットいじめに対する対策の推進
　・啓発活動　
　・いじめに対処するための方策
　・学校評価における留意事項

３　学校の取組
　・学校いじめ防止基本方針の策定
　・いじめ防止等の対策のための組織
　・いじめの未然防止、早期発見
　・いじめへの対処
　・�教職員の不適切な認識や言動のないよ

う指導の在り方に細心の注意

３　いじめの要因　
　〇�児童生徒同士の複雑な人間関係や心の問題から、どの児童生徒にも、どの学校にも起こ

りうる。また、加害者にも被害者にもなり得る。
　〇�「観衆」としてはやし立てたり、「傍観者」として見てみぬふりをすることで、潜在化

したり深刻化したりもする。

【具体的ないじめの例】
●冷やかしやからかい・悪口や脅し文句・嫌なことを言われる　●仲間はずれ・集団により無視
をされる　●軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする　●金品をたか
られる　●金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする　●嫌なことや恥ず
かしいこと・危険なことをされたり、させられたりする　●パソコンや携帯電話で誹謗中傷や嫌
なことをされる　等

集団全体にいじめを許容しない雰囲気を形成することが必要
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★★福島町いじめ防止基本  方針を策定しました★★

【重大事態発生の報告】
学校→教育委員会→町長

【調査の実施】
学校及び附属機関による調査

【調査結果の提供・報告】
・被害者及び保護者への説明
・町長への調査結果の報告

第３　重大事態への対応

◆重大事態発生時の対処フロー◆

1　重大事態の意味（条例第２条）
　〇いじめにより児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じていること
　〇�いじめにより児童等が相当の期間（年間30日を目安）学校を欠席することを余儀なくさ

れていること

２　教育委員会及び学校による調査等

３　調査結果に基づく再調査（条例第２３条）　
　�　町長は、当該重大事態への対処又は同種の事態発生の防止のために必要があると認める
ときは、附属機関による調査を行い、必要な措置を講ずるとともに、調査結果を議会に報
告する。【下記に一連のフロー図を示します】

【心のケア】児童生徒や保護者への心のケアと落ち着いた学校生活復帰の支援等に努める。

・小 学 校
・中 学 校

福島町教育委員

福 島 町 長

附属機関
いじめ防止等対策
推進委員会（5人）

福島町議会

児 童 生 徒

保 護 者

附属機関
いじめ調査委員会（5人）

①報告

④調査の実施

②報告 ⑥調査結果の報告

※再調査が必要な場合

情報提供

情
報
提
供

⑦再調査の依頼

⑨再調査結果報告 ⑩再調査結果報告

⑧�調査結果に対す
る再調査

⑩同種の事態
発生の防止に
必要な措置 ③調査の依頼

⑤調査結果報告

い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
へ
の
支
援
・
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
等
へ
の
指
導

い
じ
め
の
解
消
・
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
発
生
防
止
策
の
措
置

●基本方針に関する問い合わせ先

　福島町教育委員会　学校教育係　☎47－3675

　ＵＲＬ　http://www.town.fukushima.hokkaido.jp/kyouiku/
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平成29年度 上 半 期 財 政 事 情 の 公 表
　上半期財政事情は、町民の皆様に町の財政がどのように運営されているかを広く知っていただくため
に作成した資料です。今回は平成２９年４月から平成２９年９月末現在における予算、町債の状況等を
町条例の規定に基づき公表するものです。

一般会計 国民健康保険
特  別  会  計

介護保険特別会計
保 険 事 業 勘 定

介護保険特別会計
サービス事業勘定

後期高齢者医療
特 別 会 計

浄 化 槽 整 備
特 別 会 計 水道事業会計

40億1,481万円 9億5,164万円 6億4,235万円 173万円 6,290万円 3,587万円 1億4,384万円

平成29年９月末現在

一般会計予算歳入歳出の内訳58億5,314万円
各会計予算総額

１ 人 当 た り １世帯当たり

※人口と世帯数は平成29年９月末現在の住民基本台帳による。 

入ってくるお金
地方交付税

1,778,678千円(44%)

71％

29％

道支出金
289,492千円（7%）

地方譲与税等
105,000千円（3%）

町　債
471,023千円(12%)

町　税
528,710千円
（13％）

使用料及び手数料
76,246千円（2%）

その他
570,321千円(14%)

国庫支出金
195,343千円（5%）

40億1,481万円

出 て い く お 金

83％

17％ 人件費
648,636千円（16%）

補助費等
727,603千円（18%）

公債費
532,550千円（13％）

物件費
626,633千円（16%）

積立金
205,384千円（5%）

維持補修費外
613,025千円（15％）

普通建設事業
660,982千円（17%）

40億1,481万円

１年間に使われるお金と町民負担

使われるお金 941,339円
負担する税金 123,964円

使われるお金 1,852,704円 
負担する税金   243,982円

4,265人 2,167世帯

世帯数

平成28年度末現在

町 債 の 状 況

平成28年度末現在

町有財産の状況
種　　　　類 数量・金額

建 物 64,864㎡
土 地 2,296,159㎡
山 林 12,727,658㎡

立木の推定蓄積量 203,649㎥
出 資 金 等 33,829千円

平成28年度末現在

借　入　先　別 現　在　高
財 政 融 資 資 金（ 財 務 省 ） 3,032,539千円
旧 日 本 郵 政 公 社 374,628千円
地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 500,279千円
銀 行 等 1,063,951千円
市 町 村 共 済 組 合 ほ か 161,853千円
　　 合　　　　 計 ①　　 5,133,250千円
上記のうち、 国が負担する分
 （地方交付税算入） ② 3,561,956千円 69.4%

実  質  負  担  額
①－② 1,571,294千円 30.6%

一 般 会 計 債 4,832,243千円
企業債（水道及び浄化槽事業） 301,007千円

基 金 の 状 況
基　　金　　名 現　在　高

財 政 調 整 基 金 1,713,521千円
減 債 基 金 2,877千円
小 笠 原 実 奨 学 基 金 7,932千円
花 田 俊 勝 奨 学 基 金 17,573千円
ふ る さ と 応 援 基 金 23,981千円
過疎地域自立促進特別事業基金 8,430千円
人 財 育 成 事 業 基 金 38,400千円
公 共 施 設 維 持 保 全 基 金 194,403千円
伊能忠敬北海道測量記念碑建設基金 6,835千円
国 民 健 康 保 険 事 業 基 金 38,144千円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 19,495千円

合　　　　計 2,071,591千円
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知内診療所 知内町字重内31番地130

℡：01392-5-3509

医師：山内賢二（院　長）

　　　山内雅史（副院長）毎週金曜日

（受付時間 12:00～）

医師：山根　　繁

知内消防署

函館信金
知内支店

知内保育園

保健センターと

同じ建物

☆知内診療所

保健センター

（ )

至 福島 至 木古内

「
敬
老
会
」
開
催
！

　

９
月
23
日
（
土
）、
福
島
小
学
校
体
育
館
に
て
「
敬
老
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
に
住
ん
で
い
る
70
歳
以
上
の
お
年
寄
り
や
関
係
者
等
、
約
380
人
が
出
席
し
長
寿
と

健
康
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
鳴
海
町
長
の
挨
拶
の
後
、
敬
老
会
出
席
者
の
ご
夫
婦
２
組
に
、
花
束
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
48
名
を
代
表
し
て
２
名
の

方
に
花
束
と
お
祝
い
の
品
を
贈
呈
し
、
溝
部
議
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
福
島
町
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
と
高
田
と
も
え
さ
ん
、
彩

川
さ
く
ら
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

▲福島町吹奏楽団による演奏

▲敬老会参加代表者へ花束と記念品を贈りました

▲大勢の方々が参加しました ▲高田ともえさん・彩川さくらさんによる歌謡ステージ
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北
海
道
福
島
会
の
皆
さ
ん
と

福
島
町
を
宣
伝
し
て
き
ま
し
た
！

　

９
月
28
日
（
木
）
か
ら
10
月
１
日
（
日
）
ま
で
、
東
京
・
代
々

木
公
園
で
、第
29
回
北
海
道
フ
ェ
ア
in
代
々
木
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
北
海
道
ふ
る
さ
と
連
合
会
が
主
催
す
る
物
産
フ
ェ
ア
で
、

道
内
の
自
慢
の
味
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
連
合
会
で
は
、24
店
舗
が
出
店
し
、「
北
海
道
福
島
会
」

も
故
郷
を
応
援
し
よ
う
と
福
島
町
地
場
産
業
開
発
研
究
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
福
島
町
の
特
産
品
を
販
売
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
あ
り
、
首
都
圏
の
皆
さ
ん
に
福

島
町
の
特
産
品
と
故
郷
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 ▲北海道福島会の皆さんと記念撮影

秋
の
味
覚
祭
！

第
33
回
福
島
町
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
１
日
（
日
）
に
青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館
前
駐
車
場
で
、
第
33
回
目
と
な
る
「
福

島
町
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、Ｈ
Ｂ
Ｃ「
今

日
ド
キ
ッ
！
」
で
ぶ
ら
り
サ
ー
チ
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
て
い
る
、
福
島
町
す
る
め
大

使
の
小
橋
亜
樹
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
「
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
解
体
さ
れ

た
マ
グ
ロ
の
特
価
販
売
は
開
始
前
か
ら
行
列
が
で
き
、
用
意
さ
れ
た
200
セ
ッ
ト
は
瞬

く
間
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
他
に
も
「
こ
ど
も
餅
つ
き
大
会
」
や
「
ビ
ン
ゴ
大
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
、
福
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
の
ほ
か
、
小
橋
さ
ん
が
町
内
業
者
や
福
島

商
業
高
校
な
ど
の
販
売
ブ
ー
ス
を
紹
介
し
な
が
ら
会
場
内
を
回
り
、
会
場
全
体
が
賑

わ
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲会場内を回る小橋さんと子どもたち

▲マグロの解体ショーの様子
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み
な
さ
ん
元
気
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
！

故
郷
の
思
い
出
に
浸
り
な
が
ら
・
・
・

は
こ
だ
て
福
島
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

　

10
月
18
日
（
水
）、
総
合
体
育
館
に
お
い
て
「
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
お
年
寄
り
、
保
育
所
・

幼
稚
園
の
園
児
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
250
人
が
参
加
し
、
新
し
い
種
目
「
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
」

を
は
じ
め
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
に
参
加
し
、
楽
し
く
体
を
動

か
す
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
技
の
合
間
に
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
園
児
に
よ
る
お

遊
戯
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
に
は
、
水
産
加
工
品
の
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
（
土
）、
函
館
市
（
会
場　

ホ
テ
ル
函
館
ロ
イ
ヤ
ル
）
で
、
会
員
や

来
賓
を
含
め
69
名
の
出
席
に
よ
り
、「
は
こ
だ
て
福
島
会
総
会
（
会
長　

吉
澤
慶

昭
氏
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
鳴
海
町
長
か
ら
福
島
町
が
現
在
行
っ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
の
報

告
に
続
き
、
福
島
町
ま
ち
づ
く
り
工
房
の
新
山
事
務
局
長
代
理
及
び
平
野
主
任
よ

り
、
福
島
町
の
魅
力
を
紹
介
す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
の
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
溝
部
議

長
含
め
10
名
の
議
員
も
出
席
し
、
吉
澤
会
長
は
じ
め
多
く
の
方
々
と
楽
し
く
ふ
る

さ
と
の
話
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
会
員
は
、
懐
か
し
い
仲
間
に
出
会
え
た
喜
び
に
歓
談
し
、
特
産
品

等
の
抽
選
会
を
楽
し
み
、
親
交
を
深
め
て
お
り
ま
し
た
。

▲競技「スリッパ飛ばし」の様子

▲参加者全員で「かんぱーい！」

▲町のＰＲ動画を上映する福島町まちづくり工房の職員
　（左:新山事務局長代理、右:平野主任）
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民
生
委
員
・
児
童

委
員
か
ら
表
彰
者

　

こ
の
た
び
、
永
年
に

わ
た
り
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
福
祉
の
推

進
に
貢
献
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
次
の
と
お

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◯
北
海
道
社
会
貢
献
賞

【
25
年
以
上
】

　

小
笠
原
愛
子
さ
ん

　
（
福
島
３
）

義
援
金
の
募
集
に

つ
い
て

　

今
年
９
月
に
発
生
し

た
台
風
18
号
に
よ
り
、

人
的
・
物
的
被
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で

は
、
義
援
金
の
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。
福
島

町
に
お
い
て
も
義
援
金

を
募
集
し
て
い
る
た

め
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

�

平
成
29
年
12
月
28
日

（
木
）
ま
で

■
受
付
窓
口

　

�

役
場
町
民
課
又
は
吉

岡
支
所

※�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
て

直
接
送
金
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
口
座

番
号
は
町
民
課
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

日
本
赤
十
字
社
福
島

町
分
区

　
（
事
務
局
：
町
民
課
）

　

☎
47
―

４
６
８
１

公
営
住
宅
入
居
者
募
集
に

つ
い
て 

　

公
営
住
宅
に
空
き
住
宅
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　

住
宅
の
入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
、
ま
た
住
み
替
え
を
希
望
す

る
方
は
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
住
宅
は
公
営
住

宅
法
に
基
づ
く
、
住
宅
に
困
窮

す
る
低
所
得
の
方
に
対
し
て
の

住
宅
で
す
の
で
、
入
居
基
準
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
入
居
基
準
】

　

①�

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
持
家
の

あ
る
方
は
原
則
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

②�

税
金
・
公
共
料
金
等
に
滞

納
が
な
い
こ
と
。（
保
証

人
を
含
む
。）

　

③�

入
居
す
る
世
帯
に
暴
力
団

員
が
い
な
い
こ
と
。

　

④�

入
居
時
に
福
島
町
に
住
居

を
有
す
る
こ
と
。

　

⑤�

入
居
さ
れ
る
世
帯
全
員
の

政
令
月
収
が
、
合
計
で

15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
建
築
係

　

☎
47
―

３
０
０
６

役
場
か
ら
の

　
　

お
知
ら
せ

団地名 建設年度 間取り 設　　備 空き戸数
美山団地 平成１３年 ３ＬＤＫ 水洗トイレ、電気温水器、シャワー ２戸

丸山団地 平成２４年 ３ＬＤＫ 水洗トイレ、電気温水器、シャワー １戸
昭和５８年 ３ＬＤＫ 汲取りトイレ、追い焚き式ボイラー １戸

三岳団地 平成４年～平成６年 ２ＬＤＫ 水洗トイレ、ボイラー、シャワー ２戸
平成３年～平成７年 ３ＬＤＫ ９戸

水産係より お知らせ !!
～ 海峡横綱ビーチ ～

「センターハウス」「駐車場」の利用について

☆ルールを守って

利用しましよう！

≪禁止三箇条≫

一、ペットの散歩

一、魚釣り

一、ゴミのポイ捨て

利用期間　11月30日（木）まで
（12月1日から利用できなくなります。）
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●�学校法人福島キリスト学園
福島幼稚園
●認定こども園福島保育所
●福島学童保育

平成30年度

新入園児や児童を募集します

●学校法人福島キリスト教学園　福島幼稚園
　�福島幼稚園では、平成30年度に入園を希望す
る児童を次のとおり募集します。

募集期間
　【入園願書配布】11月１日（水）から17日（金）まで
　【入園願書受付】11月20日（月）
　【入園説明会】11月20日（月）午後2時から
募集対象
　�２歳児（預かり保育のみ）、
　満３歳児から５歳児まで（随時受付）
延長保育（預かり保育）
　働くお母さんや急用でやむなく保育時間が過
ぎる方のために午後６時まで延長保育を実施
しています。春休み･夏休み･冬休み期間中、
土曜日の預かりも実施します。

保 育 料
　�入園料、保育料は保護者の方の負担はありま
せん。
　＊�送り迎え困難な方のために、園児の送迎

サービスをいたします。

申し込み・問い合わせ先
　福島幼稚園　☎47-2233
　ホームページ　
　　　http://www.fukushima-christ.com/

●福島学童保育
　福島学童保育では、平成30年度に入所を希望
する学童を次のとおり募集します。

募集期間
　11月１日（水）から17日（金）まで
募集対象
　小学校６年生までの学童
　保護者が就労等により放課後における保育に
欠ける学童が対象となります。

入所定員　30名

保育時間
　○学校の授業がある日　放課後から午後６時まで
　○夏休み・冬休み等　　午前８時から午後６時まで
保 育 料
　無　料

申し込み・問い合わせ先
町民課町民生活係　☎47-4681
※入所申請に必要な書類は役場及び吉岡支所に
あります。

●認定こども園福島保育所
　認定こども園福島保育所では、平成30年度に入
所を希望する児童を次のとおり募集します。

募集期間
　11月１日（水）から17日（金）まで
募集対象
　①	 保育部門
　　０歳児（概ね11ヶ月以上）から５歳児
　　�保護者が働いているなど「保育を必要とする」

条件を備えている児童が対象となります。
　②	 教育部門
　　�３歳児（４月１日現在の満年齢）から５歳

児まで「保育を必要とする」等の条件は不
要です。

入所定員
　①保育部門　40名
　②教育部門　20名

保育利用時間
　①　保育部門
　　８時間保育　午前８時から午後４時まで
　　11時間保育　午前７時30分から午後６時30分まで
　②　教育部門　午前８時から午後１時まで
　　�※�保育部門の要件を満たさないが、急用等

により預かり保育が必要な場合は、午後
４時まで保育します。

保 育 料
　無　料

申し込み・問い合わせ先
　福島保育所　☎47-3440
　町民課町民生活係☎47-4681
　※�入所申請に必要な書類は福島保育所、役場

及び吉岡支所にあります。
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国 のお知らせ民 年 金

お問い合わせ先 町民課　年金係 ☎４７－４６８１

　日本年金機構では１１月を『ねんきん月間』と位置づけ、函館年金事務所ではねんき

んネットの普及や国民年金保険料の収納に向けた取り組みを強化しています。お時間の

ある方は、この機会にご自身の国民年金保険料の納付状況を再度確認されるようお願い

します。

※免除制度について
・�一部免除の承認を受けた方は、免除額を差し引いた残りの保険料を納付しないと未納と同じ扱い
になります。
・�会社勤めだった方が離職した場合、本人の前年所得を０円として計算する特例制度があります。
　（手続きには、ハローワークから発行される「雇用保険受給資格者証」が必要です）
・�学生の方は保険料の納付を猶予する学生納付特例制度があります。
・�５０歳未満（平成２８年６月分までは、３０歳未満）の方については保険料納付猶予制度があり、
保険料全額の納付が猶予されます。
・�学生納付特例制度、納付猶予制度については、６５歳から受給できる老齢年金額には反映されま
せんが、老齢年金、遺族年金、障害年金などを受けるために必要な受給資格期間としては反映さ
れますので、納める事が難しいからと放置せず、是非お手続きをお願いします。

１１月は『ねんきん月間』です。

問．�国民年金保険料は、いつまでに
納めなくてはなりませんか？

答．�保険料の納付期限は翌月末です。
※�納付期限を過ぎても期日から２年間は納付
できますが、それ以上経過すると時効消滅
してしまいます。期限内に納めましょう。

答．�将来、自分自身の年金が受けられない場
合がある他、障害年金や遺族年金を受け
られない場合もあります。

答．�保険料の納付を全部または一部を免除す
る制度があります。

問．�保険料を納めていない期間が長
くなるとどうなりますか？

問．�保険料を納める事が難しい時は
どうしたら良いですか？
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食品ロスを減らしましょう
　食品ロスとは、「まだ食べられるのに捨てられている食べ物」のことです。日本の食品ロスは、
年間約６２１万トンで、そのうち家庭から出ている食べ残しなどは約２８２万トンとも言われ
ています。
　世界には、すべての人に十分な食べ物があるのに、およそ８億人が飢餓に苦しんでいる状況
にあります。食べることは、生きることの基本です。すべての人が当たり前に食べられるため
にも、食品ロスを減らしましょう。

食品ロスを減らすために　
～ご家庭で「できることから」はじめてみましょう～

※国民１人１日当たりの食品ロス量
・おおよそ茶碗１杯分（約134g）のご飯の量に相当します。

≪買い物編≫
・残っている食品を確認してから、買い物に行きましょう
・少量しか使わない場合は、バラ売りや少量パックなどを利用し、買い過ぎないようにしましょう
・地元でとれた「旬の食材」を買いましょう
　旬の食材は、値段が安く、栄養価も高いのでオススメです
・消費期限、賞味期限のあるものは、期限内に食べられる量を購入し、使いきるようにしましょう

 「消費期限」と「賞味期限」の違い

消費期限 賞味期限

意 味 期限を過ぎたら食べない方が良い期限 おいしく食べることができる期限

表 示 年月日 ３ヶ月を超えると年月
３ヶ月以内は年月日

対 象 弁当、サンドイッチ、惣菜、ケーキなど 卵、牛乳、ハム、ソーセージ、缶詰、レ
トルト食品、カップ麺　など

≪料理編≫
・野菜などの傷みやすい食品は、早めに使いきりましょう
・食べきれる量を調理し、作り過ぎないようにしましょう
・使いきれなかった食品は、早めに使いきりましょう
・食品の保存は、ラベル表示を確認しながら、適切な方法で保存しましょう

≪食事編≫
・食べきれなかった料理は、早めに食べましょう
・外食では、食べきれる量を注文するよう心がけましょう

お問い合わせ先 福祉課健康増進係 ☎４７－４６８２
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福
島
町
で
は
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
日
を
追
う
ご
と
に
厳
し
く
な
り
、
外
を
歩

く
と
雪
虫
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
東
川
町
の
旭
岳
で
は
９

月
29
日
に
今
シ
ー
ズ
ン
全
国
初
の
初
冠
雪
を
観
測
す
る
な
ど
、
冬
が
目
の
前
ま

で
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
と
い
う
と
前
出
の
旭
岳
の
初
冠
雪
を
観
測
す
る
前
日
の
９
月
28
日
（
木
）

か
ら
10
月
１
日
（
日
）
ま
で
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
の
残
る
東
京
都
・
代
々
木
公
園
で

開
催
さ
れ
た
「
第
29
回
北
海
道
フ
ェ
ア
in
代
々
木
」
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
北
海
道
ふ
る
さ
と
連
合
会
」
が
主
催
し
て
お
り
、
各
自
治
体
、
企
業
、
市
町
村
が
特
産
品
の
販

売
を
通
じ
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
う
国
内
最
大
級
の
北
海
道
物
産
展
で
す
。

　

毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
東
京
近
郊
に
在
住
す
る
福
島
町
出
身
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
北
海
道
福
島
会
」

の
皆
様
が
、
当
町
の
「
福
島
町
地
場
産
業
研
究
会
」
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
福
島
町
の
特
産
品
を
販
売
、
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

初
日
こ
そ
夕
方
に
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
の
４
日
間
ほ
ぼ
晴
天
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
お

客
様
に
ご
来
場
頂
き
、「
す
る
め
」「
塩
辛
」「
昆
布
」「
し
い
た
け
」
を
は
じ
め
と
す
る
福
島
町
の
特
産
21
品
目
、

す
べ
て
を
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
京
と
い
う
大
都
会
で
福
島
町
の
特
産
品
を
売
り
切
り
、
商
品
と
地
名
を
Ｐ
Ｒ
出
来
た
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
る
と
共
に
「
北
海
道
福
島
会
」
の
皆
様
が
一
生
懸
命
、
故
郷
の
特
産
品
の
販
売
と
福
島
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
る
姿
を
み
て
感
銘
を
う
け
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
や
町
出
身
者
の
方
と
協
力
し
、
福
島
町
を
一
緒
に
盛
り
上

げ
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
、
帰
路
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
歩
一
歩
着
実
に
で
も
確
実
に
、
微
力
な
が
ら
福
島
町
の
為
に
汗
を
流
し
て
い
く
と
再
認
識
し
た
初
秋
の

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

地域おこし協力隊
猪熊　矩嗣▲大勢のお客様が訪れる代々木公園の様子

▲完売した特産品の数々

▲賑わいを見せる福島町ブース

▲「北海道福島会」の皆様と

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

株式会社桧山電気工業
　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

桧山電気はこんな会社
  電気工事組合
レクリエーション 社内旅行

旭旭山山動動物物園園・・ルルススツツ

行行っっててききたたよよ～～

営営業業所所のの社社員員でですす

社員募集中
綱綱引引きき優優勝勝    

みんなまってるよ～
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ご意見やお問い合わせは   産業課農林係まで　☎：47－3002 　FAX：47－4504まで

第３回教育ファーム開催！

北海道知事より感謝状の贈呈。

　９月２６日（火）に三岳地区の黒米ほ場で、福島小学校と吉岡小学校の５年生２１人
を対象に第３回教育ファームが開催されました。
　今回は、春に自分たちで田植えを行った黒米を収穫する作業を行いました。渡島農業
改良普及センターの古川普及指導員より鎌の使い方について説明を受けた後、丁寧に収
穫作業を行いました。
　今回収穫した黒米は、２月に行われる予定の食育教室で食べる予定となっています。

　９月２６日（火）、福島町役場庁舎において鳥獣保護監理員の道下志郎氏に野生鳥獣
の保護活動に長年尽力した功労者として知事感謝状が贈られました。
　道下氏は２００７年から道の鳥獣保護管理員として町内の巡回、鳥獣保護区での監視
や若手ハンターの育成、指導に努めるほか、有害鳥獣の駆除に長年従事しております。
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福
島
町
製
氷
貯
氷
施
設
（
字
吉
岡
750
番
地
）
が
本
年
９
月
に

竣
工
し
、
10
月
１
日
（
日
）
か
ら
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
（
金
）
に
は
供
用
開
始
に
先
立
ち
、
漁
業
関
係
者

な
ど
の
出
席
に
よ
り
竣
工
式
も
行
わ
れ
、
施
設
の
完
成
が
祝
わ

れ
る
と
と
も
に
、
益
々
の
豊
漁
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
良
質
で
安
価
な
氷
を
供
給
し
、
水
産
物
の
高

鮮
度
保
持
に
よ
る
魚
価
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
漁
業
経
営

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
施
設
と
は
違
い
、
事
前
に
コ
イ
ン
等
を
購
入
し
、

自
ら
の
操
作
で
い
つ
で
も
出
庫
が
可
能
な
た
め
、
利
用
し
た
漁
業

者
か
ら
は
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
「
福
島
吉
岡
漁
業
協
同

組
合
」
に
管
理
運
営
を
委
託
し

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
真
水
で
製
氷
し
て
お

り
、
食
用
氷
と
し
て
の
利
用
が

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
業

以
外
で
の
町
民
の
利
用
も
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

施　設　の　概　要
1. 事 業 主 体 福島町
2. 指定管理者 福島吉岡漁業協同組合

3. 構　　　造
鉄骨造3階建
延床面積　331.20㎡

4. 能　　　力
製氷／日産　5トン
貯氷／20トン

5. 最低供給量 20キロ

▲竣工式でのテープカットの様子

■福島町製氷貯氷施設
１０月１日供用開始！
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６
月
の
あ
る
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
）
へ
の
研
修
参
加
を
宣
告

さ
れ
、
気
持
ち
の
整
理
が
つ
か
な

い
ま
ま
、
泣
く
泣
く
研
修
準
備
を

進
め
ま
し
た
。

　

８
月
に
は｢

事
前
研
修｣

が

行
わ
れ
、
道
内
各
地
か
ら
20
人
が

集
結
。
志
願
・
指
名
な
ど
、
動
機

は
様
々
で
す
が
、
皆
さ
ん
優
秀
で

頼
り
に
な
り
そ
う
な
方
々
で
し
た

の
で
、
安
心
し
ま
し
た
が
、
注
意

事
項
で
「
ス
リ
・
置
き
引
き
に
注

意
！
」
な
ど
、
治
安
の
不
安
定
さ

を
物
語
る
説
明
が
多
々
あ
り
、
参

加
へ
の
気
持
ち
は
不
安
定
な
ま
ま

で
し
た
。

　

９
月
、
仕
事
の
整
理
と
研
修
準

備
、
そ
し
て
肝
心
な
気
持
ち
の
整

理
を
直
前
ま
で
行
い
、
11
日
福
島

を
出
発
、
翌
12
日
正
午
頃
に
日
本

か
ら
パ
リ
ま
で
12
時
間
に
お
よ
ぶ

長
い
飛
行
で
、
現
地
時
間
夕
方
５

時
頃
に
無
事
到
着
。
時
差
は
マ
イ

ナ
ス
７
時
間
で
し
た
が
、
長
時
間

移
動
の
疲
れ
で
、
時
差
が
何
か
と

い
う
の
は
感
じ
と
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
本
格
的
に
研
修
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

【
フ
ラ
ン
ス
】
研
修
一
カ
所
目
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
「
隣
人

祭
り
」
を
研
修
。
住
民
主
導
で
地

域
で
の
集
ま
り
の
機
会
を
増
や
し
、

孤
独
死
な
ど
を
防
止
す
る
と
い
う

も
の
。
多
く
の
地
区
で
普
及
し
、

参
加
者
も
増
加
傾
向
と
の
こ
と
。

国
で
指
定
し
て
い
る
時
に
は
、
用

具
貸
し
出
し
な
ど
自
治
体
も
協
力

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

二
カ
所
目
、「
食
」
を
テ
ー
マ

に
地
域
振
興
を
す
る
「
味
の
景
勝

地
」
制
度
を
研
修
。「
ク
レ
ソ
ン
」

で
そ
の
認
定
を
受
け
た
街
を
訪
れ

ま
し
た
。
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い

野
菜
で
す
が
、
高
い
栄
養
価
を
持

つ
野
菜
で
、
そ
の
栽
培
を
新
た
な

地
域
産
業
と
し
て
定
着
さ
せ
て
お

り
、
食
の
持
つ
力
は
大
き
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　

視
察
は
、
パ
リ
の
街
並
み
を
主

に
車
中
か
ら
見
学
。
建
造
物
全
て

が
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
で
、
そ
の

他
都
市
と
比
べ
て
も
別
格
。た
だ
、

時
間
の
都
合
上
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

な
ど
象
徴
的
な
名
所
を
ほ
ぼ
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
し
た
。

　

テ
ロ
の
影
響
な
の
か
、
観
光
名

所
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど

に
は
、
銃
を
も
っ
た
警
備
が
敷
か

れ
て
い
て
物
々
し
い
雰
囲
気
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

【
ド
イ
ツ
①
】
研
修
３
カ
所
目
、

環
境
対
策
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ス
の

認
定
」
を
研
修
。
家
の
燃
費
を
事

前
に
把
握
し
、
不
動
産
取
引
時
に

そ
の
性
能
を
明
示
す
る
こ
と
で
、

環
境
対
策
に
つ
な
が
る
住
宅
の
普

及
が
市
民
に
浸
透
、
ま
た
、
古
い

建
物
の
改
修
も
増
加
し
、
地
域
産

業
へ
の
波
及
に
も
な
っ
た
と
の
こ

と
。

　

視
察
は
、
日
本
人
が
多
く
在
住

す
る
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
、
視

察
中
も
多
く
の
日
本
人
を
見
か

け
、
若
干
の
安
心
感
が
あ
り
ま
し

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
は
、
建

築
物
の
高
さ
や
外
壁
色
な
ど
を
統

一
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
る
ら

し
く
、
統
一
的
に
立
ち
並
ぶ
建
造

物
の
風
景
は
見
応
え
充
分
。

【
オ
ー
ス
ト
リ
ア
】研
修
４
カ
所
目
、

森
林
管
理
の
重
要
資
格
を
研
修
…

の
は
ず
で
し
た
が
、
先
方
と
の
概

要
相
違
が
あ
り
、
終
始
、
林
業
の

説
明
。
担
当
班
は
質
問
な
ど
苦
労

し
て
い
ま
し
た
。
５
カ
所
目
、
私

の
班
が
担
当
す
る
ペ
レ
ッ
ト
燃
料

の
研
修
で
、
化
石
燃
料
か
ら
の
脱

却
を
国
が
進
め
て
お
り
、
ペ
レ
ッ

ト
燃
料
の
需
要
が
成
長
著
し
い
。

ボ
イ
ラ
ー
購
入
助
成
や
燃
料
費
負

担
減
少
の
メ
リ
ッ
ト
を
中
心
に
想

定
し
て
い
た
が
、「
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
が
減
少
す
る
。」
こ
と
を
住
民

自
体
が
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ

て
い
る
と
伺
い
、
環
境
問
題
に
強

い
思
い
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
に
大
き
な
驚
き
を
感
じ
ま

し
た
。

　

視
察
は
、ま
ず
カ
プ
ル
ー
ン
で
、

氷
河
・
山
脈
・
湖
の
美
が
一
カ
所

に
集
ま
っ
て
い
る
街
で
、
ま
だ
氷

河
は
な
い
が
、
そ
の
景
色
は
圧
巻

で
し
た
。
ま
た
、
ス
キ
ー
日
本
代

表
も
毎
年
合
宿
を
行
っ
て
お
り
、

雪
も
充
実
し
た
地
域
で
す
。

（
12
月
号
へ
続
く
）

　「平成29年度市町村職員外国派遣研修」が９月11日（月）から21日（木）11日間の日程で行われ、
福島町からは産業課の石川主幹が参加しました。
　本研修は、ヨーロッパの地域振興・社会福祉・環境対策を学ぶことをテーマに実施されました。
11月号と12月号に分けて研修内容を報告いたします。

海外研修レポート
産業課 主幹　石川　秀二
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　９月１５日（金）に深川市で開催された、「第１９回北海道ジュニア陸上選手権大会」にて、
福島中学校２年生の滝谷望愛さんが、女子Ｂ砲丸投を１１ｍ５５ｃｍの記録で優勝しました。
滝谷さんは１０月２８日（土）に横浜の日産スタジアムで行われた、「第４８回ジュニアオリンピッ
ク陸上競技大会」に出場しました。
　また、１０月１５日（日）に新得町で開催された、「第３５回北海道中学校駅伝競走大会」の、
第１部男子では福島中学校が第５位に入賞しました。さらに個人では３年生の平沼連さんが、
２区（３ｋｍ）を９分２３秒の記録で区間賞となりました。福島中学校陸上部のこれからの活
躍が楽しみです。

福島中学校陸上部大活躍！！

　１０月７日（土）、クリスマスにむけて、町内の茂山でクリスマスリース作りの材料集めを行
いました。天候は雨でしたが、自分で手作りするリースはどんな素材がいいか、どんなデザ
インがいいかと考えながら、木のツルや木の実、松ぼっくりなどを集めました。今回集めた材
料から、どんなクリスマスリースが出来上がるか楽しみです。

平成２９年度　第５回福島学ジュニア
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◇
南
北
海
道
駅
伝競

走
大
会

期
日　

11
月
５
日
（
日
）

場
所　

町
内
コ
ー
ス

◇
町
民
文
化
祭

期
日　

11
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

～
12
日
（
日
）

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
道
民
芸
術
祭渡

島
管
内
祭

期
日　

11
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

～
26
日
（
日
）

場
所　

森
町
・
鹿
部
町

●
11
月
の
行
事
予
定

　１１月５日（日）に「第３５回　南北海道駅伝競走大会」が開催されます。今大会から、
高校生男子の部・一般男子（４５歳以下）の部のコースを、従前から大きく変更しました。
昨年までは６区間編成、吉野地区・三岳２地区までのコースでしたが、今年からは４区間編成、
館崎地区・三岳１地区までのコースへと変更になりました。それに併せまして、月崎地区方面
もコースとなっています。コースは以下のとおりです。大会期間中は交通規制等がありますが、
ご理解をお願いいたします。
　また、今年も各町内会の方々にボランティアでのご協力をお願いいたします。

　１０月９日（月）、第１８回町長杯パークゴルフ大会が行われました。曇り空でしたが暖かく、
皆さんプレーを楽しんでいました。近隣町から６３名の参加があり、結果は男子の部・女子の
部とも福島町が表彰台を独占しました。成績は以下のとおりです。

第３５回　南北海道駅伝競走大会

第１８回　町長杯争奪パークゴルフ大会

＊11月総合体育館カレンダー＊
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

・新４区間（旧６区間）　 １９．３　㎞
区 距 離 地　　　　　　　　　　名
１ 6.4 km 　総合体育館裏（横綱橋経由）　～　トンネルメモリアルパーク　

２ 3.5 km 　トンネルメモリアルパーク　～　白符（滝川鮮魚店売店前）　

３ 3.6 km 　白符（滝川鮮魚店売店前）　～　パークゴルフ場前　

４ 5.8 km 　パークゴルフ場前（国道228号線・月崎地区内経由）　～　総合体育館前

・男子の部

１位　　吉田 　博行 さん（福島町）
２位　　山本 　賢一 さん（福島町）
３位　　山内 　幹也 さん（福島町）

☆大会結果☆

・女子の部

１位　　北野 　吉美 さん（福島町）
２位　　澤田 留美子 さん（福島町）
３位　　花田 眞喜子 さん（福島町）
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本
年
４
月
よ
り
半
年
間
、
長

崎
県
松
浦
市
に
職
員
派
遣
交
流

で
赴
任
し
て
お
り
ま
し
た
産
業

課
商
工
観
光
係
の
岩
坪
健
太
郎

と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
半
年
間
は
、
見
る
も

の
、
体
験
す
る
こ
と
す
べ
て
が

新
鮮
で
今
ま
で
自
分
の
な
か
に

あ
っ
た
価
値
観
を
変
え
る
と
と

も
に
、
見
聞
を
広
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

赴
任
当
初
は
、
気
候
は
勿
論

の
こ
と
、
言
葉
や
文
化
、
食
生

活
な
ど
様
々
な
こ
と
が
北
海
道

と
異
な
り
、
驚
く
こ
と
や
困
惑

す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
慣
れ
な

い
生
活
が
続
き
ま
し
た
。

　

半
年
間
、
松
浦
市
の
職
員
、

関
係
団
体
の
方
、
市
民
の
皆
様

に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
な

ん
と
か
業
務
や
生
活
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
公
私
と
も
に
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

松
浦
市
の
皆
様
と
こ
う
し
て

繋
が
る
こ
と
の
で
き
た
交
流
を
、

今
後
も
継
続
し
て
よ
り
密
接
な

も
の
と
し
て
互
い
の
ま
ち
の
発

展
と
な
る
関
係
を
続
け
て
い
く

起
点
と
な
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

半
年
間
の
経
験
を
活
か
し
て
、

今
後
も
こ
の
福
島
町
で
町
の
た

め
に
な
る
仕
事
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
方
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
く
知
ら
な
い
土

地
だ
か
ら
こ
そ
の
見
方
で
松
浦

市
を
み
つ
め
る
こ
と
が
で
き
、

今
ま
で
自
分
が
考
え
も
し
な

か
っ
た
こ
と
や
、
自
分
の
仕
事

の
仕
方
な
ど
を
見
直
す
機
会
、

松
浦
市
の
方
が
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
場

面
も
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
は
福
島
町
と
同
様
に
松

浦
市
で
も
イ
ベ
ン
ト
関
係
の
業

務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

準
備
の
仕
方
や
イ
ベ
ン
ト
内
容

な
ど
を
福
島
町
と
比
較
し
て
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
参
考
と
す
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

長崎県松浦市との職員交流終了…

▲不老山総合公園

▲ピチピチした活きの良い、松浦市の特産品「車海老」

▲松浦市で体験型旅行事業を行う岩坪主事補（右）
【長崎新聞社提供】　　　　　　　　　　　　

▲鮮度抜群、松浦市特産品「アジの刺身」▲松浦市の職員の皆様と岩坪主事補（上段中央）
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一
般
家
庭
防
火
査
察

の
実
施
に
つ
い
て

　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
時
期
と
な
り
、

消
防
署
で
は
例
年
ど
お
り
一

般
家
庭
防
火
査
察
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
消
防
署
員
が
立

ち
寄
り
の
際
は
ご
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

11
月
１
日
（
水
）
か
ら

　

12
月
９
日
（
土
）
ま
で

■
実
施
時
間

　

�

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で

■
実
施
地
区

　

�

三
岳
１
、
三
岳
２
、
千
軒
、

　

桧
倉
、
月
崎
１
、
月
崎
２
、

　

館
古
、塩
釜
、浦
和
、岩
部
、

　

日
向
１
、日
向
２
、日
向
３

■
調
査
項
目

　

�

住
宅
用
火
災
警
報
器
、
消

火
器
の
設
置
状
況
な
ど

防
火
広
報
用
視
聴
覚
機

材
を
整
備
し
ま
し
た

　

福
島
消
防
署
で
は
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
、「
防
火
広
報
用
視
聴
覚

資
機
材
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
同
セ
ン
タ
ー

が
全
国
自
治
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入

れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
し
て
、
住
民
の
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進

し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図

る
と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
防
火
・
防

災
・
救
急
に
対
す
る
知
識
、

技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
「
防
火
広
報
用
視
聴
覚

資
機
材
」
を
、
避
難
訓
練
や

防
災
訓
練
、
救
命
講
習
な
ど

幅
広
く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
消
防
署

　

☎
47
―

２
１
１
９

平
成
30
年
度
入
校
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
の
募
集

　

平
成
30
年
度
入
校
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
の

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
又

は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者
（
平
成
30
年
３
月

に
中
学
校
卒
業
又
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
見

込
み
の
者
を
含
む
。）

■
身
分

　

�

特
別
職
国
家
公
務
員
（
生

徒
）。
３
学
年
終
了
時
、

陸
曹
候
補
者
た
る
自
衛
官

（
士
長
）
に
任
命

■
手
当

　

生
徒
手
当 

10
万
円（
月
額
）

　

期
末
手
当  
年
２
回

■
衣
食
住

　

�

駐
屯
地
で
の
生
活
、
宿
舎

は
無
料
。
食
事･
制
服
類

･

寝
具
に
つ
い
て
は
支
給

又
は
貸
与
。

■
休
日･

休
暇

　

�

週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年

末
年
始
休
暇
等

■
受
付
期
間

　

�

平
成
29
年
11
月
１
日（
水
）

か
ら
平
成
29
年
１
月
９
日

（
火
）ま
で（
締
切
日
必
着
）

■
第
１
次
試
験
期
日

　

平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部

　

松
前
地
域
事
務
所

　
☎
０
１
３
９-

４
２-

３
７
７
４

　両記念館の今年の営業が11月15日までとなり、11月
16日から3月16日までは冬季休館となりますのでお知ら
せします。なお、青函トンネル記念館において11月11
日(土)～15日(水)の５日間、物販コーナーの全商品を
１割引きで販売します。ソフトアイスは250円→220円
で販売します。

横綱記念館＆青函トンネル記念館冬季休館のお知らせ
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１ 水

福消　一般家庭防火査察 (12月9日まで )

福幼　園外保育（秋を探しに森林公園）

	 10:00～　森林公園　　　　　　

２ 木

３ 金 文化の日

４ 土

５ 日 教　南北海道駅伝大会	 9:00～　町内一円　　　　　　

６ 月

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター　

福　ふれあい教室	 10:00～11:30  吉野母と子の家　　　

	 13:30～15:00　吉岡総合センター　　

７ 火

福　献血	 13:30～14:30  福祉センター　　　　

	 14:45～15:45  役場　　　　　　　　

	 16:00～17:00  コープさっぽろふくしま店

８ 水

福幼　マイケル先生と英語で遊ぼう！

	 9:30～　福島幼稚園　　　　　

議　総務教育常任委員会	10:00～  議会議場　　　　　　

福　リハビリ教室	 10:00～11:30  健康づくりセンター　

９ 木
議　経済福祉常任委員会	10:00～　議会議場　　　　　　

福　温泉健康相談	 10:30～15:30  吉岡温泉　　　　　　

10 金

11 土

教　町民文化祭	 9:30～　福祉センター　　　　

福幼　幼児祝福式 (七五三のお祝い)

	 10:00～　福島幼稚園　　　　　

12 日

教　町民文化祭	 9:00～　福祉センター　　　　

保育　第43回福島保育所遊戯会

	 9:15～　福祉センター　　　　

13 月

14 火
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　浜中母と子の家　　　

	 13:30～15:00　健康づくりセンター　

15 水
福幼　ちびっこ広場 (公開保育 )

	 10:00～12:00　福島幼稚園　　　　　

16 木

保育　ＡＬＴ訪問 (英語であそぼう )

	 10:00～　福島保育所　　　　　

保育　ゆりっこ広場 (運動保育 )

	 10:00～11:30　吉岡総合センター　　

福　乳幼児健診 (ブックスタート事業 )

	 13:30～14:30　健康づくりセンター　

17 金

議　議会運営委員会	 10:00～　議員控室　　　　　　

保育　福島保育所誕生会	 10:00～　福島保育所　　　　　

福　育児教室	 10:00～12:00　子育て支援センター　

	 13:30～15:00　健康づくりセンター　

町　人権相談 ･行政相談

	 13:00～15:00　役場　　　　　　　　

18 土 教　読み聞かせの会	10:30～11:00  福祉センター図書室　

19 日

20 月
福幼　福島幼稚園入園説明会

	 10:00～12:00　福島幼稚園　　　　　

21 火

保育　福島保育所陽光園訪問

	 10:00～  福島保育所　　　　　

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター　

教　移動図書事業	 10:15～　福島小学校　　　　　

	 14:15～　吉岡小学校　　　　　

福　ふれあい教室	 13:30～15:00　白符ふれあいセンター

22 水

福幼　感謝祭リハーサルと準備

	 10:00～　福島幼稚園　　　　　

保育　こぐまクラブ	 10:00～  福島保育所　　　　　

福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター　

23 木

勤労感謝の日

福幼　収穫感謝祭 (祖父母をお招きして )

	 10:00～　福島幼稚園　　　　　

24 金
福幼　福島幼稚園陽光園他訪問

	 10:00～　陽光園他　　　　　　

25 土
教　道民芸術祭渡島管内祭	 森町 ･鹿部町　　　　

福幼　絵本の広場	 9:00～12:00　福島幼稚園　　　　　

26 日 教　道民芸術祭渡島管内祭	 森町 ･鹿部町　　　　

27 月 福　ふれあい教室	 13:30～15:00  健康づくりセンター　

28 火

議　総務教育常任委員会	10:00～　議会議場　　　　　　

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター　

福　ふれあい教室	 10:00～11:30　あづま～る　　　　　

	 13:30～15:00　三岳母と子の家　　　

29 水

保育　避難訓練	 10:00～　福島保育所　　　　　

福幼　ちびっこ広場 (公開保育 )

	 10:00～12:00　福島幼稚園　　　　　

30 木

福　健康料理教室 (テーマ :貧血予防の食事 )

	 10:00～12:00　吉岡総合センター　　

福　介護家族交流会	13:30～15:00　健康づくりセンター　

今月の行事予定

議 議会事務局　　 (47)2215

総 総務課 (代表 ) (47)3001

企 企画課 (47)3007

税 税務課 (47)4683

町 町民課 (47)4681

福 福祉課 (47)4682

建 建設課 (47)3006

産 産業課 (47)3004

吉 吉岡支所 (48)5211

教 教育委員会 (47)3675

保育 認定こども園福島保育所 (47)3440

福幼 福島幼稚園 (47)2233

福消 福島消防署 (47)2119

観 観光協会 (47)3004

お問い合わせ先　– telephone -

11 月
November
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　福島町では、重度心身障害者等のタクシー料金の一部を助成しており、３
月に該当となる方に対しては個別通知をして、申請による手続きをされた上
で、ご利用いただいております。
　まだ手続きされていない方は、役場福祉課で手続きされるようご案内いた
します。
●利用できるのは？
　函館ハイヤー事業協同組合に所属する小型タク
シー、福祉タクシー並びに福島町の山崎ハイヤー

　【函館バスは、利用できません】
●助成額・交付枚数
　タクシー利用１回にあたり、手帳提示による１割引
きを受けた額（年間３６枚）。ただし、年度途中で
受給者となった場合は時期の区分によって交付とな
ります。
●対象となる方
　町内に住所を有する重度心身障がい者等の方

●対象となる条件
・身体障害者手帳保持者で下肢、体幹障害１～３
級の方・身体障害者手帳保持者で視覚障害１～
２級の方

・身体障害者手帳保持者で内部障害１級の方
・療育手帳Ａ所持者
●申請に必要なもの
　印鑑、証明するもの（障害者手帳等）
※代理申請も可能です。

問い合わせ先 福祉課福祉係　☎47-4682

福島町重度心身障がい者等タクシー料金の助成について

【
後
列
左
か
ら
】

　

い
し
か
わ 

そ
う 
く
ん　
　

ゆ
あ
さ 

あ
い
ら 

ち
ゃ
ん

　

み
ず
さ
わ 

ゆ
ら 
ち
ゃ
ん　

た
か
も
り 

は
る
と 

く
ん

　

よ
し
ざ
わ 

す
ず
ね 

ち
ゃ
ん

【
前
列
左
か
ら
】

　

い
し
か
わ 

ほ
の 

ち
ゃ
ん　

た
か
だ 

ゆ
ゆ 

ち
ゃ
ん

　

に
し
ざ
わ 

さ
く 

く
ん　
　

よ
し
ざ
わ 

あ
す
み 

ち
ゃ
ん

　

に
い
や
ま 

め
い 

ち
ゃ
ん

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

『
バ
ス
遠
足
（
函
館
山
）』

共
同
絵
画
制
作
（
ち
ぎ
り
絵
）

11
月
は
福
島
幼
稚
園
園
児
の
作
品
で
す

9
月
風
呂
の
日
の
当
選
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

吉岡温泉だより

温泉で心も体もリフレッシュ！
風呂の日は、ちょっと得した気分！
家族みんなで、温泉へ出かけましょう！

28日 （火）
松
　
浦
　
松 

村 

義 

克
　
さ
ん

館
　
崎
　
西 

田 

彩 

桜
　
さ
ん

吉
　
岡
　
斎 

藤 

京 

子
　
さ
ん

宮
　
歌
　
髙
橋
紀
美
子
　
さ
ん

福
　
島
　
鳴 

海 

玲 

子
　
さ
ん  

福
　
島
　
木
元
テ
ツ
子
　
さ
ん

福
　
島
　
中
嶋
ア
イ
子
　
さ
ん

月
　
崎
　
柳 

田 

伸 

夫
　
さ
ん

塩
　
釜
　
住 

吉
　  

正
　
さ
ん

三
　
岳
　
平 

野 

志 

拓
　
さ
ん

松
前
町
　
岸
　
　
　
仁
　
さ
ん

11月の風呂の日

●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により回数券（6枚）をプレゼント！
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○
優
良
運
転
者
講
習（
30
分
講
習
）

　

11
月
16
日 

（
木
） 

午
後
６
時

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
松
前
町
の
講
習

　

11
月
15
日 

（
水
） 

松
前
町
総
合
セ
ン
タ
ー

●
違
反
講
習　

午
前
10
時

●
優
良
講
習　

午
後
１
時

●
一
般
講
習　

午
後
２
時

●
初
回
講
習　

午
後
３
時
45
分

☆
運
転
免
許
更
新
手
数
料

２
，
５
０
０
円

☆
更
新
時
講
習
手
数
料

○
優
良
運
転
者	

５
０
０
円

○
一
般
運
転
者	

８
０
０
円

○
初
回･

違
反
者	

１
，
３
５
０
円

○
高
齢
者

　

70
歳
～
74
歳	

５
，
６
０
０
円

　

75
歳
以
上	

５
，
２
０
０
円

　

小
型
特
殊
の
み	

２
，
２
５
０
円

☆
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

９
月
27
日
～
10
月
25
日
届
出
分

☆
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

 

亡
く
な
っ
た
方  

年
齢 

地
区
名

西
田　

雄
二
さ
ん（
86
歳
）吉
野
１

相
川　

キ
ミ
さ
ん（
97
歳
）三
岳
１

藤
田
昇
三
郎
さ
ん（
86
歳
）館
崎
３

川
村　

一
男
さ
ん（
76
歳
）豊　

浜

花
田　

サ
ダ
さ
ん（
86
歳
）三
岳
１

佐
藤　

ヨ
シ
さ
ん（
96
歳
）三
岳
１

近
藤　

妙
子
さ
ん（
87
歳
）福
島
２

原
田　

光
子
さ
ん（
98
歳
）三
岳
１

松
村　

博
文
さ
ん（
46
歳
）松　

浦

今
野　

き
よ
さ
ん（
84
歳
）新
栄
町

三
鹿　

冨
子
さ
ん（
99
歳
）吉
野
２

三
浦　

榮
藏
さ
ん（
81
歳
）月
崎
１

　

更
新
時
講
習
を
受
講
す
る
場

合
は
、 

事
前
に
松
前
警
察
署
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
の
で
、 

ご
注
意
願
い
ま

す
。 

　

詳
細
は
、 

松
前
警
察
署
交
通

係 
（
☎
42
―
３
１
１
０
） 

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ス ピ ー ド ダ ウ ン キ ャ ン ペ ー ン 実 施 中 ！

お 

名 

前

地
区
名

保
護
者

上
田
陽
央
莉
ち
ゃ
ん

新
栄
町

隆
司
さ
ん

日曜当番医 人口と世帯
 （H29. ９月末現在） 

前月比

11月５日　（木古内町国保病院）

　　12日　（木古内町国保病院）

　　19日　（松前町立松前病院）

　　26日　小笠原クリニック

人　口 ４，２６５ 人 －12 人

男 １，９８０ 人 －８ 人

女 ２, ２８５ 人 －４ 人

※診療時間は、 午前９時から
　午後３時までです。 　　 世帯数 ２, １６７ 世帯 －４ 世帯

第732号

平成29年11月１日発行

ふるさと応援基金
　平成29年10月25日現在までの寄付金が下記の
とおりとなりました。ありがとうございました。

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、 町ホームページで！
担当：企画課　企画係　☎47-3007

期　間 件 数 寄　付　金

H18.4～ H29.3 740件 25,321,222円

H29.4～ H29.10 64件 425,000円

小　計　① 804件 25,746,222円

使ったお金② 8件 1,939,000円

①－② 23,807,222円

わが家のアイドルで～す

笹さ
さ

森も
り

　
椿

つ
ば
き 

ち
ゃ
ん

平
成
27
年
１
月
７
日
生
ま
れ

父　

笹
森　

涼
さ
ん
（
日
向
２
）

わが家のアイドル募集中 !
このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望
される方は、企画課広報広聴係（☎47－3007）までご連絡ください。

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
三
歳
で
す
。

お
う
ち
の
方
よ
り
一
言

〈11　月〉

５日 平野石油
※南北海道駅伝競走大会の
開催に合わせ、営業を行
います。詳しくは、上記
のガソリンスタンドにお
問い合わせください。
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